
平成２９年１２月１１日（月）～平成２９年１２月１７日（日）〔平成２９年第５０週〕の感染症発生状況

第５０週で定点当たり患者報告数の多かった疾病は、1)感染性胃腸炎 2)インフルエンザ 3)Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎でした。

感染性胃腸炎の定点当たり患者報告数は１３．２７人と前週（１１．４９人）から増加しましたが、例年より低いレベルで推移しています。

インフルエンザの定点当たり患者報告数は７．７７人と前週（４．１８人）から増加し、例年並みのレベルで推移しています。

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎の定点当たり患者報告数は４．４６人と前週（４．２２人）から横ばいで、例年より高いレベルで推移しています。

【感染症発生動向調査事業から】

今、何の病気が流行しているか！
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発熱はインフルエンザだけではありません！
第５０週報告数第１位

第５０週報告数第２位

冬季に流行する疾患のうち発熱を主症状とするものは、インフルエンザ以外に

も様々な疾患があります。今年は例年と比べて、咽頭結膜熱やＡ群溶血性レンサ

球菌咽頭炎の患者報告数が多くなっています。

咽頭結膜熱は、平成２９年第５０週（１２月１１日～１２月１７日）の定点当

たり患者報告数が０．８９人と、過去５年間の同時期と比べて２番目に多くなっ

ています。また、Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎は、平成２９年第５０週の定点当

たり患者報告数が４．４６人と、過去５年間の同時期と比べて最多です。

川崎市における咽頭結膜熱発生状況 川崎市におけるＡ群溶血性レンサ球菌咽頭炎発生状況

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎

◆潜伏期間 ５～７日間

◆好発年齢 ５歳以下の小児

◆発熱以外の主な症状

咽頭痛、全身倦怠感、結膜充血、目の痛み等

◆潜伏期間 ２～５日間

◆好発年齢 就学前後（４歳～７歳）の小児

◆発熱以外の主な症状

咽頭痛、発疹、苺舌
※

（※イチゴのように赤くポツポツした状態）

咽頭結膜熱


